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公表︓2023年3⽉8⽇ 事業所名︓ 障害児保育園ヘレン荻窪

はい いいえ ⼯夫している点、課題や改善すべき
点

課題や改善すべき点を踏まえた改善
内容⼜は改善⽬標
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1. 利⽤定員が指導訓練室等スペースとの
関係で適切であるか

◯

座位保持椅⼦や箱いす等、置き場所
を都度スタッフ間で話し合い⼯夫し
なるべく活動スペースを広くとれる
ようにしている。

スペースの制限がある中、みんなで
譲り合ったり使い⽅を⼯夫したりし
ています。設備は変えられないの
で、今後も使い⽅のアイデアを出し
合ってまいります。思い切り体を動かしたいときに、定

員に対して狭すぎると感じる。活動
を分けるなどして⼈数を少なくして
体を動かせるようにしているが、場
を分ける分、スタッフの⼈数が必要
になってしまう。
保育室、⼦ども⽤トイレ等全体的に
狭い
重⼼外クラスの⼈数と保育室の使い
⽅が難しい。定員10名は現実的でな
い。

2. 職員の配置数は適切であるか

◯

他園からヘルプスタッフに来ていた
だいている。登園児数が少ない時に
交代でなるべく作業を進めるように
意識している。

常勤・⾮常勤スタッフみんなで協⼒
し、保育と医療的ケアに当っており
ます。安全安⼼な毎⽇を過ごせるよ
う、職種を超えたチームで体制を整
えてまいります。個別の対応が必要な⼦どもが多い

中、職員が少なく、できる活動が制
限されたり、スタッフが休みにくい
空気があったりする。常勤スタッフ
にかかる業務量が多くなっているよ
うに感じる。

3. ⽣活空間は、本⼈にわかりやすく構造
化された環境になっているか。また、障
害の特性に応じ、事業所の設備等は、バ
リアフリー化や情報伝達等への配慮が適
切になされているか ◯

⽴てない⼦どもにとって⽔道がやや
使いにくい。箱いす等で⼯夫してい
る。

⾒る（カードや⼿話）、聞く（⾳楽
や⾔葉）、による情報の伝え⽅を場
⾯によって使い分け、⼦どもたちへ
伝えています。視覚教材の活⽤や、場の整理等⼼が

けている。
トイレが狭い。マット使⽤児が多い
中、使いづらさがある。⽴ち便器の
使⽤を経験させたい児もいるが、他
児のトイレ使⽤との兼ね合いから実
施は難しい。

4. ⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせ
る環境になっているか。また、⼦ども達
の活動に合わせた空間となっているか ◯

清掃や消毒等はこまめに⾏うように
している。活動によって、⼦どもが
集中しやすいようパーテーションを
活⽤するなど、⼯夫を⼼掛けてい
る。

業
務
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5. 業務改善を進めるためのPDCAサイク
ル（⽬標設定と振り返り）に、広く職員
が参画しているか ◯

PDCAサイクルを参画できるような
業務的余裕があまり作れていない。

PDCAサイクルの⼤切さを年度当初
の研修で学び、⽇々のふりかえりを
取り⼊れています。活動に参加した
スタッフの意⾒を反映できるよう、
さらに⼯夫を重ねてまいります。

6. 保護者等向け評価表により､保護者等
に対して事業所の評価を実施するととも
に､保護者等の意向等を把握し､業務改善
につなげているか

◯

今年度⼊社のため保護者向け評価表
について、現在把握できていなかっ
た。

保護者さまに事業所評価をお願いし
ております。ご指摘やご評価いただ
いたことを受け⽌め、よりよい経営
を⽬指してまいります。

7. 事業所向け⾃⼰評価表及び保證者向け
評価表の結果を踏まえ､事業所として⾃
⼰評価を⾏うとともに､その結果による
⽀援の質の評価及び改善の内容を､事業
所の会報やホームページ等で公開してい
るか

◯

8. 第三者による外部評価を⾏い､評価結
果を業務改善につなげているか ◯

わからない 第三者による外部評価は⾏っており
ません。保護者および職員向けの評
価表をもとに事業所ごとに業務改善
を⾏っております

9. 職員の資質の向上を⾏うために､研修
の機会を確保しているか ◯

10. アセスメントを適切に⾏い、⼦ども
と保護者のニーズや課題を客観的に分析
した上で、児童発達⽀援計画を作成して
いるか

◯

⽀援計画の⽬標設定と⽇々の⽀援に
⼀貫性を持たせていく

６ヶ⽉ごとにアセスメントを実施し
ています。保護者の願いやお⼦さま
の成⻑発達に合わせた⽀援計画を作
成するよう⼼がけております。



11. ⼦どもの適応⾏動の状況を図るため
に､標準化されたアセスメントツールを
使⽤しているか ◯

アセスメントチェックリストの使⽤
を試みる。

決められたツールは使⽤してきませ
んでした。今年度、⼀定のチェック
リストを参考にしています。状況を
みながら取り⼊れることを検討しま
す。

適
切
な
⽀
援
の
提
供

12. 児童発達⽀援計画には､児童発達⽀
援ガイドラインの｢児童発達⽀援の提供
すべき⽀援」の｢発達⽀援（本⼈⽀援及
び移⾏⽀援） 」 、｢家族⽀援｣､｢地域⽀
援」で⽰す⽀援内容から⼦どもの⽀援に
必要な項⽬が適切に選択され、その上で
､具体的な⽀援内容が設定されているか

◯

児童発達⽀援のガイドラインに添っ
て⽀援計画を作成しております。今
後も⼀⼈ひとりの成⻑発達をアセス
メント・モニタリングして、適切な
⽀援計画を作成してまいります。

13. 児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏
われているか ◯

⽇々の⽀援を計画に紐付けて深めて
いく

個々の⽀援計画に沿った⽀援をより
⼼がけてまいります。

14. 活動プログラムの⽴案をチームで
⾏っているか

◯

⽇々の活動を考えるにあたって、保
育まかせにするのではなく看護も加
わりもっと密に保育と話せるように
していきたい。

活動全体の計画案や⽇案を担当者が
事前に提⽰し、グループから意⾒を
出し合ってより良い活動になるよ
う、余裕を持った計画作成を⼼がけ
てまいります。活動案完成がギリギリになり共有や

各スタッフへの落とし込みが不⼗分
にならないようにする

15. 活動プログラムが固定化しないよう
⼯夫しているか ◯

活動案に展開やステップアップを持
たせて継続的に取り組んでいく。

16. ⼦どもの状況に応じて､個別活動と
集団活動を適宜組み合わせて児童発達⽀
援計画を作成しているか ◯

ヘレンは集団での育ちを⼤切にして
いるため活動は集団で⾏います。但
し、その中においても、また⾃由遊
びや⽣活のあらゆる場⾯において
も、個別に⽴てた⽬標を⼤切にして
おります。

17. ⽀援開始前には職員間で必ず打合せ
をし､その⽇⾏われる⽀援の内容や役割
分担について確認しているか

◯

保育スタッフは活動案、⽇案をもっ
てスタッフ間の事前の認識合わせを
しております。明確なねらいを集団
全体と個々の⼦どもたちに設定し、
活動は起承転結の流れを⼤切にして
楽しめるプログラムを⼯夫しており
ます。

不⼗分なこともある。

18. ⽀援終了後には､職員間で必ず打合
せをし､その⽇⾏われた⽀援の振り返り
を⾏い､気付いた点等を共有しているか

◯

活動に参加した者だけの反省会に
なっているので、記録に残せるとよ
り良いと思う。

実施した⽇々の活動や⾏事につい
て、ふりかえりまでをセットにした
計画をイメージして取り組むように
努⼒しております。PDCAサイクル
をし、より良い保育を提供できるよ
う、さらに⼯夫と努⼒をしてまいり
ます。

⼦どもや保育に関わる時間を優先す
ると振り返りの時間が取れないこと
もある。職員間のこまめなコミュニ
ケーションが必要。

◯

20. 定期的にモニタリングを⾏い､児童
発達⽀援計画の⾒直しの必要性を判断し
ているか

◯
６ヶ⽉ごとにモニタリングをし、個
別⽀援計画へつなげております。
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21. 障害児相談⽀援事業所のサービス担
当者会議にその⼦どもの状況に精通した
最もふさわしい者が参画しているか

◯
児童発達⽀援管理責任者が参画する
準備ができております。

22. ⺟⼦保健や⼦ども･⼦育て⽀援等の
関係者や関係機関と連携した⽀援を⾏っ
ているか

◯
各地域保健センターの保健師さんと
必要に応じて情報交換をしておりま
す。

23. (医療的ケアが必要な⼦どもや重症⼼
⾝障害のある⼦ども等を⽀援している場
合）地域の保健､医療､障害福祉､保育､教
育等の関係機関と連携した⽀援を⾏って
いるか

◯

医療関係・障害者施策課・保育課・
各地域保健センター・永福学園⼩学
部・精美特別⽀援学校・東京都教育
委員会・杉並区教育委員会等と連携
し、常の⽀援と就学への⽀援に取り
組んでおります。

24. (医療的ケアが必要な⼦どもや重症⼼
⾝障害のある⼦ども等を⽀援している場
合）⼦どもの主治医や協⼒医療機関等と
連絡体制を整えているか

◯

25. 移⾏⽀援として､保育所や認定こど
も園､幼稚園､特別⽀援学校（幼稚部）等
との間で､⽀援内容等の情報共有と相互
理解を図っているか

◯

26. 移⾏⽀援として､⼩学校や特別⽀援
学校（⼩学部）との間で､⽀援内容等の
情報共有と相互理解を図っているか

◯

活動案を提⽰している。

19. ⽇々の⽀援に関して記録をとること
を徹底し､⽀援の検証･改善につなげてい
るか
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27. 他の児童発達⽀援センターや児童発
達⽀援事業所､発達障害者⽀援センター
等の専⾨機関と連携し､助⾔や研修を受
けているか

◯

杉並区児童発達⽀援センター主催の
研修に複数のスタッフが参加し学ん
でおります。センターと児童発達⽀
援事業所間で看護師の情報交換の会
合も続けております。

28. 保育所や認定こども園､幼稚園等と
の交流や、障害のない⼦どもと活動する
機会があるか

◯

少しずつ始められている。 コロナ禍以前に計画されていました
地域保育園との交流事業が徐々に再
開されております。現在は部分的な
交流ですが、コロナがより落ち着き
ました時点で⽬指す地域交流を進め
てまいりたいと存じます。

コロナ禍てあり全員ではないが、可
能な限り⾏っている
特定の⼦どものみしか⾏われていな
い
⼀部の児に限定して交流している。
公園や区の施設などでのふれあいは
あいさつ程度

29. (⾃⽴⽀援）協議会⼦ども部会や地域
の⼦ども･⼦育て会議等へ積極的に参加
しているか ◯

わからない 杉並区の医療的ケア児⽀援検討部会
へ園⻑が参加しております。地域と
連携してご家庭と⼦どもたちの福祉
増進を図っております。

30. ⽇頃から⼦どもの状況を保護者と伝
え合い､⼦どもの発達の状況や課題につ
いて共通理解を持っているか

◯
⼩さなことでもこまめに情報共有す
る。話しやすい関係性を作る。

31. 保護者の対応⼒の向上を図る観点か
ら､保護者に対して家族⽀援プログラム
（ペアレント･トレーニング等）の⽀援
を⾏っているか

◯

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等

32. 運営規程、利⽤者負担等について丁
寧な説明を⾏っているか ◯

33. 児童発達⽀援ガイドラインの｢児童
発達⽀援の提供すべき⽀援｣のねらい及
び⽀援内容と､これに基づき作成された｢
児童発達⽀援計画｣を⽰しながら⽀援内
容の説明を⾏い､保護者から児童発達⽀
援計画の同意を得ているか

◯

34. 定期的に､保譲者からの⼦育ての悩
み等に対する相談に適切に応じ､必要な
助⾔と⽀援を⾏っているか ◯

ヘレンは児童発達⽀援事業所ではあ
りますが、そもそも保育園として保
護者に寄り添いながら⼦育て⽀援を
丁寧に進めてまいります。

35. ⽗⺟の会の活動を⽀援したり､保護
者会等を開催する等により､保護者同⼠
の連携を⽀援しているか

◯

遠⾜や保育参観を1クラスだけ⾏うこ
とができた。コロナ感染もあり、中
⽌になってしまった企画もあったの
でオンラインで繋がれたりする⼯夫
があってもよかった。

保護者みなさま同⼠の活動をなかな
か設定できずにおります。リアルで
の保護者会はうみ組のみ開催できま
したが、そら組は諸事情により実施
できずじまいでした。次年度は保護
者の交流や情報交換の場をリアル・
オンラインで実施できるよう、計画
を進めます。

コロナ禍で充分に⾏えていない
コロナ感染防⽌対策を講じながら少
しずつ再開している
⼗分に⾏われているとはいいがたい
企画したが状況により保護者会をや
り切ることができなかった。

36. ⼦どもや保護者からの相談や申⼊れ
について、対応の体制を整備するととも
に､⼦どもや保護者に周知し､相談や申⼊
れがあった場合に迅速かつ適切に対応し
ているか

◯

相談・申し⼊れを園⻑、クラス間で
早めに共有し、対応が後⼿に回らな
いように、疎かにならないようにし
ていく。

37. 定期的に会報等を発⾏し､活動概要
や⾏事予定､連絡体制等の情報を⼦ども
や保護者に対して発信しているか

◯

38. 個⼈情報の取扱いに⼗分注意してい
るか ◯

39. 障害のある⼦どもや保護者との意思
の疎通や情報伝達のための配慮をしてい
るか

◯

40. 事業所の⾏事に地域住⺠を招待する
等地域に開かれた事業運営を図っている
か ◯

園へご招待する⾏事は実施できてい
ません。こちらから地域のお祭の⾒
学へ⾏かせていただいたり、地域の
⽅々がヘレンの花壇の⼿⼊れをして
くださったりと、⼤変お世話になっ
ております。

41. 緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を策定
し、定期的に避難、救出その他必要な訓
練を⾏っているか

◯

42. ⾮常災害の発⽣に備え､定期的に避
難､救出その他必要な訓練を⾏っている
か

◯

ペアレント・トレーニングの研修を
受講したスタッフはおります。今後
は保護者へ説明したり活⽤したり、
できる範囲で情報提供をしてまいり
ます
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43. 事前に､服薬や予防接種､てんかん発
作等のこどもの状況を確認しているか ◯

44. ⾷物アレルギーのある⼦どもについ
て､医師の指⽰書に基づく対応がされて
いるか

◯

45. ヒヤリハット事例集を作成して事業
所内で共有しているか ◯

46. 虐待を防⽌するため､職員の研修機
会を確保する等､適切な対応をしている
か

◯

47. どのような場合にやむを得ず⾝体拘
束を⾏うかについて､組織的に決定し､⼦
どもや保穫者に事前に⼗分に税明し了解
を得た上で､児童発達⽀援計画に記載し
ているか

◯

組織的な対応がようやく動き出した ヘレン全体で⾝体拘束についてのマ
ニュアル作成を進めています。これ
まで個別⽀援計画への記載しており
ました場⾯以外の部分も丁寧に説明
と記録をしていくように致します。

拘束の定義を整えてあやふやさのな
いようにする。必要に応じて正しく
保護者に伝えていく


